か 楽しい 所が ありました。 (談話) 

n 

- 

ま へ 

バグダッドの 或 モスク (寺院) の 前です。 年 をと つ 

ひとり 

た 乞食が 一 人、 敷石の 上に ひれ 伏して ゐ ました。 丁度 

礼拝の 終った 時です から、 老若 さまざまの アラビア 人 

は 薄暗い モスクの 玄関から、 朝日の 光の さした 町へ 何 

人 も ぞろぞろ 出て 来る のです。 が、 誰 一人 この 乞食に 

銭 を 投げて やる ものはありません。 その内に 若い 商人 

が 一 人、 静かに 石段 を 下りて 来ました。 商人 は 乞食の 



姿 を 見る と、 ふと あはれ に 思った のでせ う、 小銭 を 一 

枚 投げて やりました。 

乞食 難 有う ございます。 陛下！ 

商人 は 妙な 顔 をし ました。 陛下と 云 ふの は アラビア 

では カリフ (王) だけにつ ける 尊称です から。 しかし 

ま へ 

商人 は 何も 云 はずに、 乞食の 前 

乞食 ァラァ (神) は 陛下 をお 守り 下さい ませ 

を 通りす ぎょうと しました。 すると 乞食 は 追 ひかけ る 

やうに、 もう 一 度 かう 繰 返す のです。 



れは 大きい ダイ アモン ドを 嵌めた、 美しい 金の 指環な 

のです。 

乞食 陛下 は 聡明 のおん 名の 高い アブ ダ ル 陛下で w J ざ 

どくが い 

います。 しかし 悪人の 毒害 だけ はお 見破りに なること 

は 出来ますまい。 ところが その 指環の ダイ アモン ドは 

毒薬の 気 を 感じさ へ すれば、 忽ち まつ 黒に 変 つてし ま 

ひます。 ですから どうか この 後 は 始終 その 指環 をお 嵌 

め 下さい。 さう すれば たと ひ 御 家来に 悪人が 大勢 居り 

ましても、 毒害に お あ ひになる こと は ございません。 

呆気に とられた 商人 は 唯 乞食と 指環と を 見比べ てゐ 

るば 力り で， t9 



乞食 その 指環 は 唯の 指環で は ございません。 或ヂン 

(魔神) の 宝に して ゐた 魔法の 指環で ございます。 陛 

下 は 唯今 わたくしに お金 を 恵んで 下さいました。 わた 

くし も 亦お 礼の しるしに その 指環 を 陛下に さし 上げ ま 

商人 誰 だ、 お前 は？ 

乞食 わたくしで ございま すか？ わたくしの 名 は 誰 

も 知りません。 知って ゐ るの は 唯 空の 上の ァラァ だけ 

でございます。 

乞食 はかう 云った と 思 ふと、 見る見る 香の 煙の やう 

に、 何処かへ 姿 を 隠して しま ひました。 あとに は 朝日 



たちと 同じ やうに 愛して ゐ ます。 もし 噓 だと 思 ふなら 

つき つき 

ば、 わたしの 家へ 来て 下さい。 一月で も 二月で も、 

或は 又 一年で も、 わたしと 一し よに 住んで 下さい。 わ 

たし は ァラァ のおん 名に 誓 ひ、 妹の やうに つき 合 ふこ 

あ ひだ 1 つ 

とに します。 その 間に もし 不足が あれば、 何時 出て 

行っても かま ひません ご 

娘 はちよ いとた めら ひました。 

商人 「その代り わたしの 心が わかれば、 わたしの 妻 

になって 下さい。 わたし はこの 三年ば かり、 妻に する 

ひと リ 

女 を 探して ゐ ました。 が、 あなた 一 人 を 除けば、 誰も 

わたしの 気に入らな いのです。 どうか わたしの 願 を か 



なへ て 下さい ご 

娘 は 顔 を 赤らめながら、 やっと かすかに 返事 をし ま 

した。 

娘 「わたくし は 此処へ 水 を 汲みに 来る 度に、 何度も 

あなたに お 目に かかりました。 しかし あなた は 何と 仰 

有る かた か、 それさへ まだ 存じません。 ましてお 住居 

は 何処に あるか …… 」 

今度 言葉 を 遮った の は ハァヂ と 名乗った 商人です。 

えしゃく 

商人 は 微笑 を 浮べながら、 叮嚀に 娘へ 会釈 をし ました。 

商人 「バグダッドの 町に 住んで ゐる もの は 誰でも わ 

たしの 家 を 知って ゐ ます。 わたし は カリフ. アブ ダル 
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